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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
槽体の底面に備えられる排水器であって、該排水器の取着装置を、
槽体の底面に設けられた取着孔に取り付けられる被嵌合部材（２）と、
排水器本体（１）に設けた、該被嵌合部材（２）とワンタッチで嵌合する嵌合部と、から
構成し、
更に、排水器本体（１）の外周と、被嵌合部材（２）の内周とにそれぞれ凹溝を周設し、
該排水器本体（１）と該被嵌合部材（２）の間隙に、係合用突子（５）とパッキンを周設
して構成したことを特徴とする槽体の排水器。
【請求項２】
上記請求項１に記載の槽体の排水器において、
被嵌合部材を、
上縁周縁にフランジ部（７）を突設させ、外周面に雄ねじ部（８）を形成させたフランジ
部材（６）と、
円環形状にして内周面に、上記雄ねじ部（８）と螺合する雌ねじ部（１０）と凹溝とを周
設し、上面に取着孔の周縁を介してフランジ部材（８）下面を押圧する当接面（１１）を
備えたナット部材（９）と、から構成したことを特徴とする槽体の排水器。
【請求項３】
上記請求項１又は請求項２のいずれか１つに記載の槽体の排水器において、
排水器に、下水などからの異臭や害虫などの逆流を防止するトラップ部（１２）を備えた
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ことを特徴とする槽体の排水器。
【請求項４】
上記請求項１乃至請求項３のいずれか１つに記載の槽体の排水器において、
槽体と被嵌合部材（２）の取り付けを工場内で行い、
その後施工現場にて、排水器本体（１）の嵌合部と被嵌合部材との嵌合を行うことを特徴
とする槽体の排水器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗面台や流し台などの、キャビネット部を備えた排水機器に用いられる槽体
の排水器、特にトラップ機能を備えた槽体の排水器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、洗面台や流し台など、槽体部分を備え、使用によって排水の生じる生活機器
（以降、これらの機器を「排水機器」と呼ぶ）には、槽体内に生じた排水を床下の配管か
ら下水側に排出するため、槽体の底面に排水器を接続する。これらの排水器には、単純に
その内部に排水が通過するだけの排水器から、その内部に排水の溜まり部分を設け、この
排水の溜まり部分によって下水側から臭気や害虫類が逆流しないように構成した排水トラ
ップと呼ばれる排水器など、様々な種類があるが、いずれの構造を採用する場合でも、通
常、排水器を槽体に接続する必要があった。
【０００３】
　図１８に示したのは従来より良く知られた排水器の一例であって、その詳細を説明する
と、有底円筒形状であって、上方に設けた開口からなる排水口、排水器本体の上端周縁に
円周に沿って連続して設けた突出部分であるフランジ部、該フランジ部分の下方に円周に
沿って設けた雄ねじ部、側面下端に設けた排出口、からなる排水器本体と、リング状であ
ってその内面に雄ねじ部と螺合する雌ねじ部を備え、上面に取着孔の周縁を介してフラン
ジ部材下面を押圧する当接面を備えたナット部材と、から構成される。
【０００４】
　上記の排水器を槽体に取着する場合、まずシンクなど槽体の底面に設けた取着孔に、排
水器本体を、フランジ部下面が取着孔の周縁にパッキングなどを介して当接するように配
置する。
次にナット部材の上面を取着孔の周縁に当接させてから、ナット部材を回転させて、排水
器本体の雄ねじ部と、ナット部材の雌ねじ部を螺合させることで、フランジ部下面とナッ
ト部材上面とで、パッキングを介し取着孔の周縁を強く挟持して固定するため、排水器が
槽体の取着孔に水密的に取着される。この後、排出口に下水側に連通する、Ｓ字トラップ
管や蛇腹管などからなる排水配管を接続して、排水機器への配管が完了する。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－３０１４９１号公報（図１４、図１５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記段落０００４に記載したような、排水機器の槽体と排水器との接続は、ほとんどの
場合、排水機器を製造する工場において接続作業が行われるが、排水器本体は大きくて重
く、またこれを取着孔にはめ込むと視線が遮られて槽体の裏面の様子が槽体の表側からは
視認できなくなる。このため、排水機本体とロックナット部材との螺合の作業を行う場合
に、
１．接続時、雄ねじ部と雌ねじ部を噛み合うように調整する際、大きくて重い排水器本体
の位置あわせが困難である
２．接続時、雄ねじ部と雌ねじ部を噛み合うように調整する際、槽体の表面側からはロッ
クナット部材の状態が視認できないため、ねじが正しく噛み合っているかどうか直接確認
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できず、施工不良を生じる場合がある。裏面側から作業する場合はロックナット部材の状
態が視認できるが、逆にフランジ部が槽体の定位置（槽体の取着孔周縁に設けられた、フ
ランジ部を収納するための段押し部）に配置されているかどうか、確認できず正しいない
ため、ねじが正しく噛み合っているかどうか直接確認できず、施工不良を生じる場合があ
る
等の問題が発生する。
【０００７】
　また、稀に施工現場に排水機器が設置されてから、排水器が排水機器に施工される場合
がある。これは、たとえば、排水器の排出口が排水器の下面にあり、排水器の排出口と床
下配管とを接続する排水管を、硬質材の直管を用いる場合に、一旦排水器を排水機器から
取り外さなければ排水管を配管できない等の理由による。この排水機器の取着孔と排水器
との接続において、上記雄ねじ部と雌ねじ部の締め付け強さ（以下、「締め付けトルク」
と呼ぶ）が弱いと漏水を生じてしまうなどの問題がある。工場などで接続を行う場合は、
機材が充実しているため、高度な目盛り付きの治具を使って締め付けトルクを数値的に管
理するトルク管理と呼ばれる作業を行っている。ところが、冶具を常備している工場と違
い、施工現場ではこのような治具を用意することは手間がかかることであり、レンチ様の
簡単な目盛りの無い冶具を用いて適当に締め付け、短時間槽体に水を溜めて漏水が無けれ
ば問題なしとする場合が多く、このトルク管理が徹底されないため、品質の管理が怠られ
る傾向が強かった。
本発明は上記問題点を解決するために発明されたものであって、槽体の排水機において、
排水器を容易に槽体に接続することができ、また施工現場で排水器を槽体に取着する場合
でも確実にトルク管理を徹底できる槽体の排水器を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明の請求項１に記載の槽体の排水器は、槽体の底面に備えられる排水器であって、該
排水器の取着装置を、槽体の底面に設けられた取着孔に取り付けられる被嵌合部材（２）
と、排水器本体（１）に設けた、該被嵌合部材（２）とワンタッチで嵌合する嵌合部と、
から構成し、更に、排水器本体（１）の外周と、被嵌合部材（２）の内周とにそれぞれ凹
溝を周設し、該排水器本体（１）と該被嵌合部材（２）の間隙に、係合用突子（５）とパ
ッキンを周設して構成したことを特徴とする槽体の排水器である。
尚、ここで言う「ワンタッチ」とは、位置決めなどを厳密に行うことなく、部材、ボタン
などを特定の方向に押す、差し込むなどの単純な作業を１乃至数工程行うだけで、容易に
作業を行うことができる方法を指し示す表現である。
【０００９】
本発明の請求項２に記載の槽体の排水器は、上記段落０００８に記載の槽体の排水器にお
いて、被嵌合部材を、上縁周縁にフランジ部（７）を突設させ、外周面に雄ねじ部（８）
を形成させたフランジ部材（６）と、円環形状にして内周面に、上記雄ねじ部（８）と螺
合する雌ねじ部（１０）と凹溝とを周設し、上面に取着孔の周縁を介してフランジ部材（
８）下面を押圧する当接面（１１）を備えたナット部材（９）と、から構成したことを特
徴とする槽体の排水器である。
【００１０】
本発明の請求項３に記載の槽体の排水器は、上記段落０００８又は段落０００９に記載の
槽体の排水器において、排水器に、下水などからの異臭や害虫などの逆流を防止するトラ
ップ部（１２）を備えたことを特徴とする槽体の排水器である。
【００１１】
本発明の請求項４に記載の槽体の排水器は、上記段落０００８乃至段落００１０のいずれ
か１つに記載の槽体の排水器において、槽体と被嵌合部材（２）の取り付けを工場内で行
い、その後施工現場にて、排水器本体（１）の嵌合部と被嵌合部材との嵌合を行うことを
特徴とする槽体の排水器である。
【発明の効果】
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【００１３】
本発明の排水機器の配管構造によれば、以下の効果を奏する。
請求項１に記載の槽体の排水器によれば、槽体と排水器の取着を、槽体に取り付けられた
被嵌合部材と、それにワンタッチで接続される排水器の嵌合部とで行うようにしたため、
施工作業を容易化することができると共に、トルク管理の作業と、排水器の接続作業を別
の行程で行うようにすることができる。
これは、請求項４に記載の槽体の排水器のように、槽体と被嵌合部材の取り付けを工場等
の設備が整った作業場で行い、その後接続作業を（工場等に比べ）比較的設備が充実して
いない施工現場で行う場合に特に効果的に機能する。
請求項２に記載の槽体の排水器によれば、排水器と被嵌合部材とが嵌合した後でも、被嵌
合部材を分解することで、排水器を槽体より脱着することができる。
請求項３に記載の槽体の排水器によれば、排水器にトラップ機能を付加することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　槽体の底面に備えられる排水器であって、該排水器の構造を、槽体の底面に設けられた
開口に取り付けられる被嵌合部材（２）と、排水器に設けた、該被嵌合部材（２）とワン
タッチで嵌合する嵌合部と、から構成する。この場合において、槽体と被嵌合部材（２）
の取り付けを工場内で行い、その後施工現場にて、排水器の嵌合部と被嵌合部材（２）と
の嵌合を行うようにすれば、トルク管理が確実に行うことができるようになり好適である
。
また、上記記載の槽体の排水器における、嵌合部と被嵌合部材（２）とのワンタッチの接
続構造の一例として、排水器の外周と、被嵌合部材（２）の内周とにそれぞれ嵌合用凹溝
（３）と被嵌合凹溝（４）を周設し、該排水器と該被嵌合部材（２）の間隙に、係合用突
子（５）とパッキンを周設する構成が挙げられる。更に被嵌合部材（２）の構成の具体例
として、上縁周縁にフランジ部（７）を突設させ、外周面に雄ねじ部（８）を形成させた
フランジ部材（６）と、円環形状にして内周面に、上記雄ねじ部（８）と螺合する雌ねじ
部（１０）と、被嵌合凹溝（４）とを周設したナット部材（９）と、から成る構成が挙げ
られる。
また、上記記載の槽体の排水器において、排水器に、トラップ部（１２）を備えると、下
水などからの異臭や害虫などの逆流を防止することができ好適である。
【実施例】
【００１５】
　以下に、本発明の実施例について図面を参照しつつ説明する。
本発明の第一実施例は、図１乃至図５に示した、排水器本体（１）及び被嵌合部材（２）
から構成されてなる。
排水器本体（１）は、有底略円筒形状にして上方に排水口（１４）としての開口を、また
底面に排出口（１５）を備えてなり、また、上縁外周側にはフランジ部（７）を備え、更
に、排水器本体（１）のフランジ部（７）の下側であって、排水器本体（１）の外周面に
、嵌合部として、周縁に沿って連続した嵌合用凹溝（３）を設けてなる。
更に排水器本体（１）の排水口（１４）には、トラップ機能を有するトラップ部（１２）
が、所謂嵌め殺しと呼ばれる方法によって排水器本体（１）内部に水密的且つ抜脱不能に
嵌合するように構成されてなる。
トラップ部（１２）は、図６及び図７に示したように、円筒形状にして軸方向視Ｙ字型に
略均等に３分割され、流入口（１８）から第一の流路の下端側と連通し、第二の流路に入
って排水が上昇し、その上端側と連通し、第三の流路に入って下水方向へ排水される。ま
た該トラップ部（１２）は排水口（１４）側に第二の流路と第三の流路の天面を形成する
パッキンが取り付けられている。
被嵌合部材（２）は、図２乃至図５に示したように、以下に記載したフランジ部材（６）
と、ナット部材（９）と、から構成される。
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フランジ部材（６）は円筒形状であって、上方に排水器本体（１）の上端周縁に円周に沿
って連続して設けた突出部分であるフランジ部（７）と、該フランジ部（７）の下方に円
周に沿って設けた雄ねじ部（８）と、フランジ部材（６）の内周面であって、排水器本体
（１）の嵌合用凹溝（３）に対応する位置に設けた、周面に沿って連続して設けた被嵌合
凹溝（４）と、平面視略Ｃ字形状、断面視逆略Ｖ字形状であって、被嵌合凹溝（４）に収
納され、内周側ほど下向方向に傾斜する係合用突子（５）と、から成る。
ナット部材（９）は、円筒形状であって、雄ねじ部（８）と螺合する雌ねじ部（１０）と
、雌ねじ部（１０）の上方に設けた当接面（１１）と、から成る。
【００１６】
　上記のように構成された本発明の第一実施例の排水器は、以下のように構成された、排
水機器である流し台に取着される。流し台は、底面に排水口（１４）を備えたシンク（Ｓ
）と、該シンク（Ｓ）の下方に配置された引き出し部を有するキャビネット部、および該
キャビネット部の下方に設けられた、袴部と呼ばれる床面上に設置された高さ１０センチ
前後の立ち上がりの部分からなる。また該袴部とキャビネット部の間に、配管用の開口部
を備えた、キャビネット部の底板となる化粧板が設けられている。
【００１７】
　上記の各部材より構成される本発明の第一実施例の排水器は、以下のようにして排水機
器である流し台のシンク（Ｓ）等の槽体等に設けられた取着孔に取着される。
まず流し台の製作工場において、槽体の底面に設けた取着孔に、フランジ部材（６）を、
フランジ部（７）下面が取着孔の周縁にパッキングを介して当接するように配置する。
次にナット部材（９）の雄ねじ部（８）に、フランジ部材（６）の雌ねじ部（１０）を螺
合させ、図３に示したようにフランジ部（７）と当接面（１１）との間で取着孔の周縁を
挟着させて取着孔に保持させる。このときの作業は工場内で行うため、作業にはトルク管
理を行うことができる治具を容易に使用することができ、被嵌合部材（２）の取着孔への
取り付けに際し、トルク管理を徹底することが容易になる。
【００１８】
　次に、上記のようにして被嵌合部材（２）を槽体の取着孔に取着した流し台を工場より
出荷し、施工現場に搬入する。
流し台を施工現場に設置した後、硬質にして適切な長さに切断／調節された、直線状の排
水管（１３）を床下配管より直立させ、さらに排水器本体（１）を、排出口（１５）が排
水管（１３）の上端に接続するようにしつつ、被嵌合部材（２）のフランジ部材（６）の
開口に差込むと、平面視Ｃ字形状の係合用突子（５）がまず縮径し、さらに降下させると
排水器本体（１）の嵌合用凹溝（３）の位置で拡径して係合用突子（５）を嵌合させ、図
４に示した状態となって、排水機器の槽体への排水器の取着が完了する。
更に排水器本体（１）の排水口（１４）に、トラップ部（１２）を、水密的且つ抜脱不能
に嵌合固定することで、排水器にトラップ機能を付加して、図５に示したように槽体の排
水器の取着が完了する。
なお、この嵌合の際、上方向には嵌合用凹溝（３）及び被嵌合凹溝（４）内での係合用突
子（５）の拡径によって、また下方向には硬質の排水管（１３）が支えとなって、排水器
が槽体から抜脱不能となる。
【００１９】
　上記のように施工された槽体の排水器において槽体内に排水が生じると、排水は排水器
本体（１）の排水口（１４）からトラップ部（１２）の流入口（１８）から第一の流路を
降下し、下端側で連通している第二の流路に流入して上昇し、その上端側（１４）で連通
している第三の流路に流入して再度降下したのち排水管（１３）内に流入し、最終的には
床下配管から下水方向へ排水される。
【００２０】
　また、上記実施例の排水配管において、排水管（１３）などに管詰まりが発生した場合
、キャップ体（１９）をトラップ本体部から着脱し、清掃口を開口して、清掃口から第一
の流路を介しカンツール法のコイル線や、高圧洗浄法の高圧洗浄管などの清掃部材を挿通
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させることで、管詰まりの原因物質に到達することができ、容易に管詰まりを解消するこ
とができる。
【００２１】
　次に、本発明の第二実施例について図面を参照しつつ説明する。
本発明の第二実施例は、図８乃至図１２に示した、排水器本体（１）及び被嵌合部材（２
）から構成されてなる。
排水器本体（１）は、有底略円筒形状にして上方に排水口（１４）としての開口を、また
底面に排出口（１５）を備えてなり、また、上縁外周側にはフランジ部（７）を備え、更
に、排水器本体（１）のフランジ部（７）の下側であって、排水器本体（１）の外周面に
、嵌合部として、周縁に沿って連続した嵌合用凹溝（３）を設けてなる。
更に排水器本体（１）の排水口（１４）には、トラップ機能を有するトラップ部（１２）
が、所謂嵌め殺しと呼ばれる方法によって排水器本体（１）内部と水密的且つ抜脱不能に
嵌合するように構成されてなる。また、排水器本体（１）の外周形状は、上方ほど拡径す
る略円錐形状に形成されてなる。
トラップ部（１２）は、上記段落００１５に記載された第一実施例の同部材と同様に構成
されてなる。
被嵌合部材（２）は、図９に示したように、以下に記載したフランジ部材（６）と、ナッ
ト部材（９）と、から構成される。
フランジ部材（６）は円筒形状であって、上方に排水器本体（１）の上端周縁に円周に沿
って連続して設けた突出部分であるフランジ部（７）と、該フランジ部（７）の下方に一
部に切欠部を設けつつ円周に沿って設けた下向き矢印形状からなる嵌合爪（１７）と、嵌
合爪（１７）の下端に、内周方向に突出して設けた抜け止め防止部（２０）と、フランジ
部材（６）の内周面であって、排水器本体（１）の嵌合用凹溝（３）に対応する位置に設
けた、周面に沿って連続して設けた被嵌合凹溝（４）と、平面視略Ｃ字形状、断面視逆
略Ｖ字形状であって、被嵌合凹溝（４）に収納され、内周側ほど下向方向に傾斜する係合
用突子（５）と、から成る。
ナット部材（９）は、円筒形状であって、上方に当接面（１１）を設けて成る。
【００２２】
　上記のように構成された本発明の第二実施例の排水器は、上記段落００１６に記載され
た第一実施例の流し台と同様の流し台に取着される。
【００２３】
　上記の各部材より構成される本発明の第二実施例の排水器は、以下のようにして排水機
器である流し台のシンク（Ｓ）等の槽体等に設けられた取着孔に取着される。
まず流し台の製作工場において、槽体の底面に設けた取着孔に、フランジ部材（６）を、
フランジ部（７）下面が取着孔の周縁にパッキングを介して当接するように配置する。
次にナット部材（９）を、フランジ部材（６）の嵌合爪（１７）に挿通させると、嵌合爪
（１７）の切欠部で嵌合爪（１７）が宿径して挿通が可能となり、ナット部材（９）の下
端を乗り越えた箇所で再び拡径して、図１０に示したようにナット部材（９）とフランジ
部材（６）が仮止め状態となって取着孔に取着される。
【００２４】
　次に、上記のようにして被嵌合部材（２）を槽体の取着孔に取着した流し台を工場より
出荷し、施工現場に搬入する。
さらに排水器本体（１）を、被嵌合部材（２）のフランジ部材（６）の開口に差込むと、
平面視Ｃ字形状の係合用突子（５）がまず縮径し、さらに降下させると排水器本体（１）
の嵌合用凹溝（３）の位置で拡径して係合用突子（５）を嵌合させ、且つ排水器本体（１
）の外周面がフランジ部材（６）の抜け止め防止部（２０）に当接して降下を抑制される
。更に図１１に示したように、排水器の排出口（１５）と、床下配管との間を、可撓性を
有したホース管などを利用して接続する。
更に排水器本体（１）の排水口（１４）に、トラップ部（１２）を、Ｏリング（１６）及
び係合爪（１７）によって係合固定することで、排水器にトラップ機能を付加して、図１
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２に示したように槽体の排水器の取着が完了する。
なお、この嵌合の際、上方向には嵌合用凹溝（３）及び被嵌合凹溝（４）内での係合用突
子（５）の拡径によって、また下方向には排水器本体（１）の外周面がフランジ部材（６
）の抜け止め防止部（２０）に当接して、排水器が槽体から抜脱不能となる。
【００２５】
　上記のように施工された槽体の排水器の使用法は、上記段落００１９、００２０に記載
された第一実施例の排水器と同様である。
【００２６】
　本発明の実施例は上記のようであるが、本発明は上記実施例に限定されること無く、必
要に応じて要旨を変更しない範囲で自在に変更することができる。例えば、上記実施例で
はトラップ部（１２）を施工する排水機器を流し台としているが、洗面台など排水機器で
あれば、どのような排水機器にも配管構造を適用することができる。
【００２７】
　また、上記実施例では、排水器本体（１）とトラップ部（１２）との接続は、上方から
下方にはめ込む構造を採用してなるが本発明は上記実施例に限定されることなく、図１３
乃至図１５に示したように、排水器本体（１）とトラップ部（１２）との接続を下方から
上方にはめ込む構造を採用してももちろん構わない。
【００２８】
　また、上記実施例ではトラップ部（１２）を円筒の軸方向視Ｙ字型に略均等に３分割し
た構造としているが、図１６に示したように、円筒の断面が略Ｓ字形状となっている、ト
ラップの構造を持つものでもよい。また、トラップ部（１２）の外形形状も排水管（１３
）の形状に応じて、排水管（１３）の内面に水密に嵌合し、且つ着脱可能であれば円筒で
なくてもよい。また、図１７に示したように、ワン型トラップと呼ばれる、トラップ内の
、下水に通じる排水口（１４）にトラップ内の排水を仕切るようにワン部を逆向きにかぶ
せることで、排水が一度封水部に入り、逆オワン型形状のトラップ部を排水が上昇し下水
されるトラップ構造としてもよい。
【００２９】
　また、上記実施例では、排水配管を槽体の排水口（１４）から直下方向に向けて配置し
、床下配管に接続させているが、これに対して、排水器本体（１）又は排水管（１３）を
屈曲させ、排水管（１３）を下方奥向きに傾斜させた後、キャビネットの背面壁部に沿っ
て真下方向に屈曲させて床下配管に接続するように構成してもかまわない。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第一実施例の施工状態を示す断面図である。
【図２】本発明の第一実施例の排水器の部材構成を示す断面図である。
【図３】本発明の第一実施例の排水器の部材構成を示す断面図である。
【図４】本発明の第一実施例の排水器の部材構成を示す断面図である。
【図５】本発明の第一実施例の排水器を示す断面図である。
【図６】本発明の第一実施例のトラップ部を示す平面図である。
【図７】図６のトラップ部のＡ'－Ａ断面図である。
【図８】本発明の第二実施例の施工状態を示す断面図である。
【図９】本発明の第二実施例の排水器の部材構成を示す断面図である。
【図１０】本発明の第二実施例の排水器の部材構成を示す断面図である。
【図１１】本発明の第二実施例の排水器の部材構成を示す断面図である。
【図１２】本発明の第二実施例の排水器を示す断面図である。
【図１３】本発明の、排水器本体を下方から挿通する構造とした実施例の施工状態を示す
断面図である。
【図１４】図１３の実施例の排水器の部材構成を示す断面図である。
【図１５】図１３の実施例の排水器を示す断面図である。
【図１６】断面略Ｓ字形状のトラップ部を示す、一部を切り欠きした参考図である。



(8) JP 4590516 B2 2010.12.1

10

【図１７】ワン型トラップ形状のトラップ部を示す、一部を切り欠きした参考図である。
【図１８】従来例の略Ｓ字形状トラップを用いた配管構造である。
【００３１】
１　　排水器本体　　　　　２　　被嵌合部材
３　　嵌合用凹溝　　　　　４　　被嵌合凹溝
５　　係合用突子　　　　　６　　フランジ部材
７　　フランジ部　　　　　８　　雄ねじ部
９　　ナット部材　　　　　１０　雌ねじ部
１１　当接面　　　　　　　１２　トラップ部
１３　排水管　　　　　　　１４　排水口
１５　排出口　　　　　　　１６　Ｏリング
１７　嵌合爪　　　　　　　１８　流入口
１９　キャップ体　　　　　２０　抜け止め防止リブ
Ｓ　　シンク

【図１】 【図２】
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【図１０】 【図１１】



(11) JP 4590516 B2 2010.12.1

【図１２】 【図１３】
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